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平成23年2月3日 節分会
4月3日 大般若 転読

天
上
天
下
唯
我
独
尊

四
月
八
日
、
ル
ン
ビ
ニ
の
花
園
で
お
生
ま
れ

に
な
っ
た
お
釈
迦
様
は
そ
の
ま
ま
四
方
に
七
歩

歩
い
て
、
右
手
を
上
に
、
左
手
を
下
に
伸
ば
し
て

天
上
天
下
唯
我
独
尊
（
天
が
上
、
天
が
下
、
我
こ

そ
最
も
尊
き
も
の
な
り
）
と
さ
わ
や
か
に
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。

人
間
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
い
ず
る
こ
と
は
、

い
や
、
人
間
に
限
ら
ず
、
動
物
で
あ
ろ
う
と
植
物

で
あ
ろ
う
と
、
生
ま
れ
い
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、

万
物
一
体
の
生
命
の
根
源
が
縁
に
よ
っ
て
男
と

な
り
、
女
と
な
り
、
花
は
紅
、
柳
は
緑
に
と
千
様

万
能
の
姿
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
出
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
従
っ
て
、
生
ま
れ
い
ず
る
と
き
の
オ

ギ
ャ
ー
と
い
う
産
声
は
お
ろ
そ
か
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
夏
の
夜
空
を

美
し
く
彩
る
花
火
が
、
本
体
か
ら
飛
び
出
す
瞬

間
の
轟
音
に
も
似
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？「

天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
の
一
語
は
正
に
仏
陀

釈
尊
の
第
一
声
と
し
て
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い

大
獅
子
吼
で
あ
り
ま
す
。

四
月
八
日
に
な
る
と
各
寺
で
は
花
御
堂
を
飾

り
、
お
誕
生
仏
に
甘
茶
を
注
ぎ
か
け
ま
す
。
こ
れ

は
お
釈
迦
様
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
時
、
天
か

ら
美
し
い
音
楽
と
共
に
無
数
の
花
び
ら
が
舞
い

落
ち
、
龍
王
が
口
か
ら
甘
露
の
雨
を
注
い
で
産

湯
に
し
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。誕

生
仏
に
甘
茶
を
か
け
、
お
釈
迦
様
誕
生
を

祝
う
と
と
も
に
私
ど
も
お
互
い
の
心
に
こ
び
り

つ
い
て
い
る
欲
垢
煩
悩
の
汚
れ
を
洗
い
清
め
、

持
っ
て
生
ま
れ
た
無
垢
清
浄
の
心
の
光
を
み
が

き
出
し
、
心
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
た
い
も
の

で
す
。

雲
林
寺
住
職

轟

紀
久

日 程：平成25年10月30日（水）

～31日（木）
ご旅行費：33,000円
（法要恩金、参拝料、朝食1回、昼食2回、

夕食1回、記念写真代含）

募集人員：１００名

申込方法：8月31日迄に各寺院に10000円を

添えてお申込み下さい。

企 画：曹洞宗第六教区護持会

旅行主催：東武トラベル

１月2 日 新年祈祷会

檀信徒の皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

恒例となっております「曹洞宗第六教区護持会」主催の参拝

親睦旅行を１泊２日の日程で計画致しました。檀信徒の皆様の

親睦を深めたくお誘い合わせの上、ご参加下さいますようご案

内を申し上げます。

主な行程

10/30
6:30 12:20～14:00 14:10～15:00 15:25～16:10 16:50

長野原～ゆのくにの森～那谷（なた）寺～北前船の里資料館～あわら温泉
昼食 真言宗別格本山 まつや千千泊

10/31
8:30 9:30 13:15 15:05～15:30 20:00

あわら温泉～大本山永平寺‥‥‥‥門前～ます寿司工房～長野原

ご先祖様の供養、拝観 昼食

※宿泊ホテルのまつや千千（せんせん）はプロが選ぶ日本の旅館100選に13年連続入選中。

源泉大浴場・露天風呂「千のこぼれ湯」は北陸最大級のスケールです。
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二
月
三
日
は
節
分
会
で
し
た
。
二
月

一
日
よ
り
長
野
原
在
住
の
世
話
人
さ
ん

に
よ
り
事
前
準
備
を
し
て
頂
き
、
当
日

は
全
地
区
世
話
人
さ
ん
に
会
の
進
行
を

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
又
、
多
く
の
景

品
を
御
提
供
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（
内
容
は
三

ペ
ー
ジ
記

載
）二

月
二
十
二
日
は
群
馬
県
第
六
教
区

護
持
会
新
年
会
が
四
万
温
泉
花
の
坊
で

開
催
さ
れ
、
雲
林
寺
よ
り
四
名
の
総

代
・
世
話
人
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

秋
に
企
画
さ
れ
る
第
六
教
区
主
催
の

団
体
参
拝
旅
行
は
、
大
本
山
永
平
寺
と

北
陸
の
旅
に
決
定
致
し
ま
し
た
。
（
内

容
は
一
ペ
ー
ジ
記
載
）

昨
年
十
二
月
三
十
一
日
午
後
十
一

時
四
五
分
よ
り
雲
林
寺
鐘
楼
堂
に
て

除
夜
の
鐘
を
撞
き
ま
し
た
。
一
〇
八

回
、
参
拝
に
来
ら
れ
た
方
に
代
わ
る

代
わ
る
鐘
を
撞
い
て
頂
き
、
新
年
を

迎
え
ま
し
た
。
中
に
は
受
験
を
控
え

て
い
る
学
生
様
や
、
就
職
活
動
中
の

方
も
お
り
、
熱
心
に
祈
願
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

一
月
二
日
、
雲
林
寺
総
代
・
世
話

人
に
お
集
ま
り
頂
き
、
新
年
祈
祷
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祈
祷
後
新
年
会

と
な
り
、
年
間
行
事
等
説
明
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

一
月
十
二
日
午
前
一
〇
時
よ
り
長

野
原
中
央
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
坐

禅
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
野
球
部
、

サ
ッ
カ
ー
部
、
水
泳
部
、
保
護
者
の

皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

坐
禅
会
終
了
後
は
、
境
内
で
餅
つ
き

大
会
を
致
し
ま
し
た
。

１月12日 坐禅会

第
二
十
八
世

大
慈
提
三
大
和
尚

２月３日 節分会

12月31日～1日 除夜の鐘

お釈迦様像

曹洞宗のお仏壇のまつり方
ーお仏壇の中心はお釈迦さまですー
お仏壇のおまつりの仕方について、まず、最も大切なことは、お仏壇の中心はお釈迦

さまであることを、はっきりと心にとめることです。お仏壇の上段中央に、木彫りや

鋳造のお釈迦さまのお像をまつります。

ーお位牌は上段の左右にー
ご先祖様のお位牌は、お釈迦さまの左右におまつりし、古いお位牌は向かって右に、

新しいお位牌は左におまつりします。親類、縁者のお位牌等がある場合には、この順

におまつりします。お位牌が多くなり、お仏壇が狭くなった場合は、「繰り出し位

牌」や「合同牌」にしたり、「○○家先祖代々」にまとめることができますので、ご

相談ください。

ーお供え物の位置は中段ですー
お供え物は、本尊さまやご先祖さま、故人が、“いますがごとく”お供えします。お

供え物は、五つのお供えが基本です。香り（線香、お香）、花、灯明、水、飲食（お

霊膳、果物、菓子、嗜好品など）の五つです。ご飯に限らず、皆さんが召しあがる食

事を、お供えしてください。そして、お供えした物は無駄にしないように、いただけ

るものは皆で分け合っていただきましょう。また、いただきものをした時は、必ず一

度、お仏壇にお供えするようにいたしましょう。

お茶やお水をお供えする器のことを、茶湯器（ちゃとうき）といい、中段の中央に

お供えします。茶湯器が一つの場合、ご飯（お仏餉・読み：おぶつしょう）は、茶湯

器の右横にお供えします。茶湯器が二つの場合は、真ん中がお仏餉です。お菓子や果

物は、高坏（たかつき）に盛りつけて、茶湯器の左右（逆の場合もある）にお供えし

ます。

なお、お線香は煙をお供えするのではありません。よい香りをお供えするのです。

精霊簿（過去帳）は、見やすい位置に置くようにします。また、毎朝めくって、そ

の日のページになるようにしてください。

ー下段には三具足を置きますー
下段には、向かって左側より花立て、香炉、ロウソク立ての三具足（さんぐそく）を

置きます。香炉にも表と裏があります。三本足の場合には、手前に一本の足がくるよ

うにします。

ーおまいりの必要品は下段に整えますー
日常、おまいりするために必要なリン（カネ）やお経本、数珠等は下段、木魚は右に、

リンを左に置きます。リンだけの場合は、右に置いてください。

標準的なお仏壇のおまつりの仕方について

紹介しましたが、これはあくまでも一例に過

ぎません。各ご家庭で仏壇の大きさも違うと

思いますので臨機応変におまつり致しましょ

う。

尚、分からないことはご遠慮なくご相談く

ださい。

護
持
会
よ

り

１月12日 餅つき大会
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①黒岩範一さん

②長野原

③農作業、菜園作り

④孫が誕生したこと

２
月
３
日
の
節
分
会
で
は

沢
山
の
ご
協
力
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雲
林
寺
護
持
会
一
同
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

金
壱
萬
圓

萩
原
昭
朗
様

宮
崎
昭
央
様

長
谷
川
誠
様

野
口
敏
幸
様

田
村

守
様

山
口
次
夫
様

櫻
井
輝
久
様

黒
岩

元
様

野
口
明
成
様

犬
塚
守
人
様

金
伍
阡
圓

黒
岩
保
男
様

割
田
三
男
様

群
北
車
両
様

浅
白
観
光
㈱
様

吉
澤
建
設
㈱
様

金
三
阡
圓

宮
崎
保
近
様

宮
崎

昭
様

宮
前

正
様

黒
岩
敏
夫
様

京
屋
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
様

素
都
廊
様

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
様

パ
ー
ラ
ー
エ
ン
ゼ
ル
様

金
二
阡
圓

坂
井
工
業
様

㈲
高
橋
部
品
商
会
様

山
口
幸
一
様

金
一
阡
圓ひ

ろ
み
美
容
室
様

商
品
券
一
万
円
分

浅
間
酒
造
㈱
様

商
品
券
五
千
円
分

ス
ー
パ
ー
大
津
様

酒
三
０
０
ｍ
ｌ
二
○
本

浅
間
酒
造
㈱
様

酒
粕
三
０
０
ｇ
五
○
袋

浅
間
観
光
セ
ン
タ
ー
様

文
具
セ
ッ
ト
一
〇
個

油
屋
書
店
様

洗
剤
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
一
○
点

か
く
だ
い
小
林
商
店
様

ス
ッ
キ
リ
マ
ス
ク

髪
か
ざ
り
様

電
子
体
温
計
一
〇
台

櫻
井
医
院
様

ス
ポ
ー
ツ
用
品
一
〇
個

ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
市
川
様

ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
一
〇
個

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

長
野
原
大
津
店
様

菓
子
一
〇
箱

轟
捷
夫
様

竹
カ
ゴ
三
個

土
田
稲
栄
様

健
康
用
品

奈
良
屋
様

Ｂ
Ｏ
Ｘ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
五
セ
ッ
ト

野
口
商
店

様ワ
ン
タ
ッ
チ
チ
ュ
ー
ブ
し
ぼ
り

長
谷
川
浩
一
様

手
袋
二
〇
個

松
屋
金
物
店
様

缶
コ
ー
ヒ
ー
三
〇
個

丸
山
商
店
様

タ
オ
ル
一
○
本

村
上
家
様

清
酒
一
升

山
口
酒
店
様

清
酒
二
合
一
〇
本

山
屋
商
店
様

米
菓
詰
め
合
わ
せ
五
箱黒

岩
林
業
様

ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
一
〇
個

篠
原
㈲
様

ホ
ッ
カ
イ
ロ

ぬ
く
も
り
の
家
様

ア
イ
ス
ノ
ン

長
生
病
院
様

中
華
そ
ば
一
二
〇
個

行
道
（
ぎ
ょ
う
ど
う
）
…
列
を
作
っ

て
読
経
し
な
が
ら
本
堂
の
周
り
を
右

に
回
っ
て
供
養
礼
拝
致
し
ま
し
た
。

設
斉
（
せ
っ
さ
い
…
お
清
め
の

席
）
で
は
生
前
の
大
和
尚
を
偲
び
、

思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

第
二
十
八
世

大
慈
提
三
大
和
尚

小
祥
忌
（
一
周
忌
）
の
ご
報
告

二
月
二
十
三
日
、
前
住
職
第
二
十
八
世
大
慈
提
三
大
和
尚
の
一
周
忌

を
お
か
げ
様
を
も
ち
ま
し
て
滞
り
な
く
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
和
尚
は
昨
年
二
月
二
十
六
日
、
遷
化
（
せ
ん
げ
）
し
、
同
年
六
月

二
十
三
日
、
檀
信
徒
葬
と
い
う
形
で
本
葬
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
一
周
忌
も
本
葬
儀
同
様
、
導
師
に
当
山
の
本
寺
で
あ
る
安
中
市
の
長

源
寺
住
職
、
新
井
孝
春
老
師
に
お
願
い
し
、
親
族
、
総
代
様
、
世
話
人

様
、
第
六
教
区
（
当
寺
所
属
地
区
）
寺
院
、
親
戚
寺
院
で
執
り
行
い
ま

し
た
。
尚
、
設
斉
は
草
津
温
泉
ホ
テ
ル
櫻
井
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

だ
い
じ

た
い
ざ
ん

施
食
会
の
お
知
ら
せ

八
月
十
四
日
は
当
山
の
大
施
食
会
で
す
。
年
回
に
当
た
る
施

主
様
に
は
お
葉
書
に
て
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
、
塔
婆
を
御
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
尚
、
「
先
祖
代
々
」
の
お
塔
婆
は
年
回
に
関
わ
ら

ず
ご
用
意
で
き
ま
す
の
で
必
要
な
方
は
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

護
持
会
よ

り

毎
年
四
月
に
護
持
会
費
を
各
地
区
担
当

の
世
話
人
さ
ん
よ
り
集
金
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
雲
林
寺
護
持
会
費
の
要
旨
は
左

記
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
尚
、
平
成
二
十

四
年
度
の
収
支
は
次
号
八
月
に
記
載
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

（
護
持
会
の
要
旨
）

①
建
物
の
護
持
保
存
、
宗
門
の
賦
課

金
火
災
保
険
そ
の
他
護
持
運
営
に
必
要

な
る
経
費
の
支
弁
。

②
会
費
の
内
訳
は

法
名
：
院
号

年
額
三
千
五
百
円

法
名
：
庵
、
済
、
軒
号

年
額

三
千
円

法
名
：
居
士
、
大
姉
号

年
額
二
千
五
百
円

法
名
：
信
士
、
信
女
号

年
額

二
千
円

世
話
人
さ
ん
紹
介

（
世
話
人
と
は
）

ま
さ
に
字
の
ご
と
く
、
お
寺
の
様
々
な
事

の
世
話
を
や
い
て
頂
い
て
い
る
方
の
こ
と
で

す
。お

寺
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
行
事
が
あ
り
、

多
く
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
い
て

お
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
時
の
お
手
伝
い
、

沢
山
の
檀
信
徒
が
集
ま
る
と
き
の
連
絡
、
案

内
役
等
、
目
立
た
な
い
な
が
ら
も
お
寺
の
活

動
を
支
え
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
お
寺
の
こ

と
に
も
詳
し
く
、
寺
族
と
も
顔
な
じ
み
と
い

う
よ
う
に
、
お
寺
を
中
心
と
し
た
ひ
と
つ
の

輪
を
支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち
の
存
在
で
す
。

今
回
も
世
話
人
さ
ん
を
ラ
ン
ダ
ム
で
ご
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
①
名
前
②
担
当
地
区

③
趣
味
④
人
生
で
一
番
嬉
し
か
っ
た
事

せ

じ

き

え
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雲
林
寺
詠
讃
歌
の
会
で
は
新
年
を
迎
え
、
初
観
音
様
に
正

当
す
る
日
（
一
月
十
八
日
）
に
新
年
会
を
開
き
一
年
の
行
事
が

こ
の
日
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎
年
こ
の
頃
に
な

り
ま
す
と
雪
が
降
り
は
し
な
い
か
と
心
配
し
ま
す
が
必
ず
と

い
っ
て
い
い
程
そ
の
前
後
に
降
る
と
い
う
の
も
不
思
議
な
も

の
で
す
。
お
御
堂
に
て
長
野
原
造
道
正
観
世
音
菩
薩
を
白
い

息
の
出
る
の
を
感
じ
な
が
ら
全
員
で
お
唱
え
致
し
ま
す
。

二
月
一
三
日
～
十
四
日
と
伊
香
保
温
泉
ホ
テ
ル
天
坊
に
於

い
て
一
泊
研
修
会
が
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
雲
林
寺
か

ら
は
一
三
名
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
成
果
が
実
り
、
三
級
教
範
に
山
崎
ト
シ
ヨ
様
、

山
本
節
子
様
が
み
ご
と
に
合
格
さ
れ
白
房
に
な
り
ま
し
た
。

又
、
初
め
て
教
導
を
受
け
ら
れ
た
お
二
人
も
合
格
さ
れ
全
員

で
そ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
月
三
日
大
般
若
会
の
五
日
後
に
は
釈
尊
（
お
釈
迦
様
）
の

降
誕
生
会
が
あ
り
ま
す
。
梅
花
講
の
皆
様
又
、
お
釈
迦
様
の
誕

生
を
共
に
お
祝
い
し
た
い
方
、
ど
う
ぞ
寺
へ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。
大
歓
迎
致
し
ま
す
。

五
月
下
旬
に
は
東
北
の
被
災
地
宮
城
県
に
て
梅
花
流
全
国

奉
詠
大
会
が
予
定
さ
れ
お
り
、
雲
林
寺
で
は
十
六
名
が
参
加

致
し
ま
す
。
又
、
六
月
中
旬
に
な
り
ま
す
と
雲
林
寺
を
会
場
に

宗
務
庁
主
催
の
特
派
師
範
講
習
会
と
続
き
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
講
員
の
皆
様
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
ひ
と
つ
、
ひ
と
つ
の
行

事
を
消
化
し
て
い
け
ま
す
よ
う
に
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く

御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

梅
花
流
た
よ
り

１月18日 初観音様

毎年、この日に観音堂で行われます。

２月1３日 一泊研修会

副住職が講師の一人として参加致しました。

長野原～ゆのくにの森～那谷（なた）寺～北前船の里資料館～あわら温泉
まつや千千泊

年連続入選中。

和
讃
紹
介
こ
の
御
和
讃
は
梅
花
流
の
基
本
で
あ
り
、
お
唱
え
す
る
機
会
も
一
番
多
い
曲
で
す
。
ま
た
、
宗
派
に
か
か

わ
ら
ず
仏
教
徒
と
し
て
共
通
す
る
心
構
え
を
説
い
た
も
の
で
す
。
歌
詞
の
内
容
は
解
説
を
ご
覧
下
さ
い
。

解
説

①
悩
み
や
迷
い
と
言
っ
た
心
の
闇
を
照

ら
し
、
人
と
し
て
生
き
る
道
を
明
ら
か
に

し
て
下
さ
る
み
ほ
と
け
の
教
え
を
実
践
し

よ
う
と
誓
願
す
る
私
た
ち
は
、
心
か
ら

｢
南
無
帰
依
仏
｣
と
お
唱
え
し
ま
し
ょ
う
。

②
憂
い
の
多
い
世
の
中
の
荒
波
を
乗
り

越
え
て
、
本
当
の
意
味
で
の
恵
ま
れ
た
生

活
に
導
い
て
下
さ
る
み
ほ
と
け
の
教
え
を

信
じ
る
私
た
ち
は
、
心
か
ら
｢
南
無
帰
依

法
｣
と
お
唱
え
し
ま
し
ょ
う
。

③
仏
さ
ま
の
暮
ら
し
に
近
づ
く
た
め
の

教
え
を
伝
え
て
下
さ
っ
た
お
祖
師
さ
ま
が

た
を
尊
敬
し
、
そ
の
教
え
を
心
の
拠
り
所

と
す
る
私
た
ち
は
、
心
か
ら
｢
南
無
帰
依

僧
｣
と
お
唱
え
し
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

平
成
八
年
春
に
大
本
山
永
平
寺
に
上
山
し
た
時
に
古
参
和
尚
（
先

輩
修
行
僧
）
か
ら

「
お
前
は
発
心
（
ほ
っ
し
ん
）
し
て
き
た
の
か
？
」

と
問
わ
れ
た
事
を
こ
の
時
期
に
な
る
と
思
い
出
し
ま
す
。

発
心
と
は
心
を
発
（
お
こ
）
す
、
と
読
み
、
道
心
（
悟
り
を
得
よ

う
と
し
て
仏
道
に
帰
依
す
る
）
を
発
す
こ
と
で
す
。
発
菩
提
心
（
ほ

つ
ぼ
だ
い
し
ん
）
と
も
い
い
ま
す
。
観
経
の
疏
（
し
ょ
）
に
「
発
菩

提
心
は
こ
れ
願
、
意
を
起
こ
し
て
趣
向
す
る
を
名
づ
け
て
発
心
と
為

す
」
楞
嚴
経
（
り
ょ
う
ご
ん
き
ょ
う
）
巻
六
に
「
ま
ず
人
を
度
す
る

者
は
菩
薩
の
発
心
な
り
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
発
心
（
発
菩

薩
心
）
こ
そ
は
仏
教
徒
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
第
一
歩
で
、
こ
れ
な

し
で
は
悟
り
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

檀
信
徒
の
皆
様
も
い
か
な
る
立
場
で
あ
れ
、

発
心
は
大
事
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

副
住
職轟

省
吾
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